
「防犯」は毎日のちょっとした気配りから、始まります！

はじめてみましょう。夜間の一軒一灯運動！！
犯罪の防止には、地域の方々が夜間に、玄関灯や門灯をつけて、道路や路地、家の周囲

を明るくする「一軒一灯運動」が極めて有効であると考えられています。

夜間に玄関灯や門灯をつけて、「自分たちのまちは自分たちで守る」という認識の下、犯

罪を起こさせない地域環境づくりを行い、みんなで「防犯のまちづくり」を推進しましょ

う。

【参考】

・川越市防犯のまちづくり基本方針

・並木自治会 一軒一灯運動

【犯罪など警察に関する相談・問い合わせ】

●川越警察署 ℡049-224-0110

【市の防犯推進活動に関する問い合わせ】

●川越市 市民部 防犯・交通安全課 ℡049-224-5721

○一軒一灯運動とは？

各家庭で、玄関灯や門灯を一晩中点灯させ、まちを明るくする運動です。

○一軒一灯運動の効果は？

犯罪者は暗がりを好みます。玄関灯や門灯をつけることで、「監視性」が高まり、犯罪の機会

が減少し、侵入盗の防止にもつながります。

地域住民が「みんなで見守っている」「防犯に取り組んでいる」というメッセージの発信と

なり、犯罪を行おうとする者へ「ここでの犯罪は無理だ」と思わせることもできます。

ひとりひとりの心がけが、まちの安心感を向上させます。

○一軒一灯運動の電気代は？

２０Ｗの電球を１２時間点灯して、１か月１５０円前後と言われています。

（１日にすれば、およそ５円程度です。）


